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北
海
道
の
鉄
道
の
は
じ
ま
り

　
北
海
道
の
鉄
道
の
歴
史
は
、明
治
13
年
、

日
本
で
３
番
目
の
鉄
道
と
し
て
、
官
営
幌

内
鉄
道
の
手
宮
（
小
樽
市
）
か
ら
札
幌
間

が
開
通
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
蒸
気
機
関

車
〝
義
経
号
〞
と
〝
弁
慶
号
〞
で
幕
を
開

け
ま
す
。そ
の
２
年
後
の
明
治
15
年
に
は
、

手
宮
か
ら
幌
内
（
三
笠
市
）
ま
で
の
全
線

が
開
通
、
さ
ら
に
２
年
後
の
明
治
17
年
に

は
、
岩
見
沢
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
代
の
岩
見
沢
駅
は
、
現
在
の
駅
舎
よ

り
も
東
側
、
元
町
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

鉄
道
の
役
割
と
広
が
る
鉄
道
網

　
当
時
の
北
海
道
の
鉄
道
は
、
空
知
な
ど

で
産
出
す
る
石
炭
な
ど
の
輸
送
を
主
な
目

的
に
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

幌
内
鉄
道
に
続
い
て
、
明
治
21
年
に

は
三
笠
か
ら
幾
春
別
ま

で
、
明
治
25
年
に
は
岩

見
沢
か
ら
室
蘭
ま
で
鉄

道
が
開
通
、
鉄
道
網
の

広
が
り
と
と
も
に
、
石

狩
平
野
を
中
心
に
、
人

や
生
活
物
資
の
動
き
も

活
発
に
な
り
、
開
拓
期

の
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
る
役
割
も
担
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
開
拓
が
進
む
と
と
も

に
、
内
陸
部
に
も
伸
び

た
鉄
道
は
、
農
地
開
拓
の
資
材
と
し
て
、

切
り
出
さ
れ
た
木
材
の
運
搬
に
も
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
北
海
道
の
農
業
と
林

業
の
発
展
に
も
、
強
く
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
も
し
古
い
路
線
図
を
目
に
す
る
機
会

が
あ
れ
ば
、北
海
道
内
の
隅
々
ま
で
、び
っ

し
り
と
張
り
巡
ら
さ
れ
た
鉄
道
網
に
、
誰

も
が
驚
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

鉄
道
の
現
在

　
か
つ
て
室
蘭
線
で
は
、
Ｄ
51
型
蒸
気
機

関
車
に
引
か
れ
、
石
炭
を
満
載
し
た
約
700

㍍
に
も
及
ぶ
貨
物
列
車
が
運
行
し
て
い
ま

し
た
が
、
石
炭
産
業
の
衰
退
や
、
自
家
用

車
の
普
及
な
ど
と
と
も
に
、
鉄
道
は
、
そ

の
役
割
を
少
し
ず
つ
変
え
て
行

き
ま
す
。

　
最
盛
期
に
は
４
０
０
０
㌖
を

越
え
た
道
内
の
鉄
道
網
は
、
昭

和
62
年
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
発
足

時
に
は
約
３
１
７
７
㌖
、
万
字

線
や
幌
内
線
な
ど
、
赤
字
路
線

の
合
理
化
が
進
め
ら
れ
た
平
成

２
年
に
は
約
２
６
３
０
㌖
に
減

少
し
、
そ
し
て
現
在
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
は
、
巨
額
の
赤
字
を
抱

え
、
約
２
３
８
８
㌖
と
な
っ
た

鉄
路
の
２
分
の
１
以
上
の
約

１
２
３
７
㌖
を
〝
単
独
維
持
困
難
線
区
〞

と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
役
割
、
こ
れ
か
ら
の
役
割

　

道
内
の
鉄
道
は
現
在
、
沿
線
に
住
む

方
々
の
日
常
生
活
で
の
移
動
を
支
え
る
と

と
も
に
、
道
内
周
遊
観
光
の
足
と
し
て
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
か
ら
本
州
に
輸
送
さ
れ
る
玉
ね
ぎ
の

約
７
割
、
米
や
じ
ゃ
が
い
も
の
約
４
割
が

貨
物
列
車
で
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
北
海
道
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た

鉄
道
は
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
の
発
展
に

も
、
欠
か
せ
な
い
交
通
機
関
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
を
は
じ
め
、

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い

る
北
海
道
の
鉄
道
網
。

　

広
大
で
人
口
密
度
が
低

く
、
積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
北

海
道
は
、
公
共
交
通
の
運
行

に
も
、
多
く
の
コ
ス
ト
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
、
人
口
減
少
が
進
む
北
海
道

に
お
い
て
、
将
来
に
向
け
、
持
続
的
な
鉄

道
網
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
北
海

道
や
市
町
村
、
農
林
漁
業
や
経
済
、
観
光

団
体
な
ど
が
参
加
し
て
、
北
海
道
鉄
道
活

性
化
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、〝
み
ん
な
で
乗
れ
ば
、

未
来
が
変
わ
る
。
〜
考
え
よ
う
。
行
動
し

よ
う
。
公
共
交
通
の
未
来
〞を
テ
ー
マ
に
、

積
極
的
に
列
車
を
利
用
す
る
な
ど
、
全
道

が
一
丸
と
な
っ
て
、
公
共
交
通
の
利
用
促

進
運
動
の
展
開
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
車
を
運
転
し
て
い
る
方
に
と
っ

て
も
、将
来
の〝
足
〞は
、公
共
交
通
で
す
。

　
さ
あ
、あ
な
た
も
道
民
の
一
人
と
し
て
、

と
も
に
行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

も
う
一
度
、
北
海
道
の
鉄
道
を
考
え
て
み
よ
う
！

第11便問合先　市企画室

みんなで乗れば、未来が変わる。
北海道鉄道活性化協議会が発足！


